
　 朝来市議会だより　39 号⑨

立志会・清風の絆・新風朝来会から提出された議員定数改正案

朝来市議会議員の定数を「18 人」とする。（現行の定数は 20 人）

　朝来市の人口は現在約 33,000 人で市議会議員の定数は現在 20 人となっ

ているが、県下の市議会においても定数削減の傾向にあり、県下の *類似

団体においても市議会議員定数は 16 ～ 18 人が多数を占めているなど朝来

市議会にあっても削減すべき状況にあることは否めない。

　一方、常任委員会にあっては現在３委員会制をとっており、朝来市議会基

本条例第１条に掲げる「議会をより活性化し、市民の負託に応える」とい

う目的を達成するためには、現行の３委員会を維持することも重要と考える。

　よって、以上の観点から、上記のとおり条例改正を提案する。

改 正 案

提案理由

* 類似団体…「人口」「産業構造」により全国の市町村をグループごとに分類し
たもの。兵庫県内での朝来市の類似団体は「洲本市」「養父市」「淡路市」「加
東市」の４市となっています。

兵庫県下の類似団体及び近隣市の議員定数、報酬などの状況

Ｈ24.12月現在
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　議員の活動は、３月、６月、９月、12月に開催する定例会へ出席し市長から提案のあっ

た事柄について審議するほか、市民から提出された陳情などの調査も行っています。さらに、

定例会の会期中には市政全般にわたって市長に対し一般質問を行っています。

　また、所属する委員会に出席し、担当する市役所の事務について調査を行うほか、議会の

活動状況をお知らせする「議会だより」の発行や、「議会報告会」の開催（24年度は5月

に実施しました。）、特定のテーマで市民の皆様と意見交換を行う「一般会議」の開催など

の活動も行っています。

平成22、23年度の活動状況は下記のとおりです。

議 員 の 活 動 概 要

議員が一堂に会して行う会議のことで、定例会は年 4 回、臨時会は定
例会以外で臨時的に開催する会議のことです。

本会議
（定例会・臨時会）

総務、文教民生、産業建設の３つあり、議員はいずれか一つの委員会
に所属しています。

議会の運営全般にわたり調整を行う委員会です。議会運営委員会

説　　　明区　　分

常任委員会

特定の事件について調査を行う委員会です。特別委員会

本会議（定例会・臨時会）

総務常任委員会

文教民生常任委員会

産業建設常任委員会

議会運営委員会

議会広報特別委員会

決算特別委員会

予算特別委員会

その他の特別委員会

議案説明会・政策説明会
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（前文）

　朝来市議会 ( 以下「議会」という。) は、朝来市市民 ( 以下「市民」という。) によって選

出された朝来市議会議員 ( 以下「議員」という。) により構成される議事機関であり、市長と

の二元代表制の特性を活かし、市民の負託に応え、朝来市の発展と市民福祉の向上を図る使

命を有している。

　今日、地方分権時代を迎え、自治体の自己決定、自己責任の範囲が拡大している。議会は

討論を通じ、その責務である監視機能と政策立案機能を強化、充実させるとともに、対話を

通じ市民の提案を積極的に受けとめ、市民に開かれた議会であることが求められている。

　これらを実現するために、市民により身近で、信頼される議会をつくることを決意し、地方

自治法 ( 昭和 22 年法律第 67 号。以下「法」という。) が定める規定の遵守に加え、公正性

と透明性の確保、政策形成への市民参加の推進、積極的な情報公開、市長等との緊張関係の

保持、議員間の討議の尊重、議会活動を支える体制整備、議員の資質向上等を図るため、こ

こにこの条例を制定する。

（広報広聴活動の充実）

第 15 条　第１項、第２項（省略）

３　議会は、多様な市民の意見及び提案を把握するため、市民アンケート等の広聴活動の方策

　を講じるよう努めなければならない。

４　議会は、議員による重要な条例等の提出に当たっては、市民に情報を公開し、意見及び提

　案を求めるための必要な措置を講じるように努めるものとする。

（議員定数）

第 19 条　第１項（省略）

２　議員定数を定めた条例の改正案は、法第 74 条第１項の規定による市民の直接請求があっ

　た場合及び市長が提出する場合を除き、改正理由の説明を付して議員が提出するものとす

　る。

３　前項の規定に基づき、議員が当該条例の改正案を提出する場合は、第 15 条第３項及び第

　４項に基づき、あらかじめ当該改正案を市民に公開して意見等を求めるよう努めなければな

　らない。

◆ 朝 来 市 議 会 基 本 条 例 （抜粋）




